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mirは心態詞なのか一 関心の与格の場合

塩谷幸子

O.序

関心の与4各のIIllI"は、代名読め3格(明各)の持つ性質よりも、むしろ、心態司の持つ性質との共

通性槻られる。この論文では、心態動性質、特口心態和多義性や文型と欄連働喝、いわゆ

る関{;<7)与格のm は心態可な劫〉どうかもということにすハて様すし、合わせて心態司とはどのよ

うな有在であるのかということについて考察する。

1.与格の概念

1. 1.与格目的語(補足語) t:自由与格

現代ドイ痛の3格Dativは、自由宮として扱材1るものと、それ以外の3格とに苅リされること

が多川ヴ、ァレンツ理論などでは主として、載可の目的語の3格を考察実橡とし、そ叫也の3格は、

自由明各組erDa伽と呼ばれる。また、ヴ、アレンツ麗命では、 3格目自官官のことを、補足語とも呼

ふ二10

1. 2.自由与格

ここではまず、いねφる自由与格 freierDativと閉まれるものについて簡単に解説することする。

自由与格は、主に次の5種類に分けられる。

(1) Der pfu此nero伍letder Frau die Tur. 

(利益の与格 Dativus∞mmodi)

1 i割く (1鋭)、 S.35。
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( 2) Der Schlu鞭 1fiel dem Jungen ins W剖ser.

。員筈の与格 Dativusincomm吋i)

(3) Sie 間 ht出mins Gesicht. 何有の与格 Pe出nenzdativ)

( 4 ) Fall mir nicht hin! 倒心の与格 ethischerDativ) 

(5) Erarbeiωt mir zu langs組 L (判断3与格 DativusiUl必cantお)

(1)では、 「ドアカ欄くこと」は、 「その女性 derFrauにとって都合のよいことjである。そ

れに対し (2)では、 「鍵が水のやに落ちることjは、 「その少年 demJungenにとっては望まし

くないごとJである。 (3)のいわゆるrJ楕の晴名2では、 3格であらわされた人出m と体作部の

所有僕係を謝礼ている。また、 (4)の関心の引制、一般に、話し手の情緑酌な滅、関心々表わ

し、 (5 )では、 3格で示された人物ω令静樟l断カ君主べられる。

ここで便宜上、 「自由」与格と呼ん1郎、その出掛宝、全く自由であるとは限らな比例えば、所

有のよ瑞は、その文にとってはなくてはならなし減分であって、 「自由に」出見している訳ではない。

自由明各とは言え、そのほ見は作静かι痩素により、規定はされているであろう30

1. 3.関心の与格

先，=挙げた自由明各の中でも、関JCs剤各l掛殊な性質を持っている。

まず;他の自由主瑞とは異なり、関心の与栂ま3格の代錯司の売すで用いられ、普通名詞や恒有者司、

あるしは疑時司などで表わすことはできない。

( 6) Komm mir bloβrechtzeitig heim! 

(6a) *Komm dem M田 blosrechtzei悦gheim! 官mrmair1倒的

(7) Wem回Uich nicht fullen? (Wegener 1989) 

従って、関心の明制、具体的な事防を指示しているft名詞の3格広樹きはしてしないことになる。

2所有の与格を、さらに身体部分に関する狭義傾万有の与格DatiVl聡pωsessivusと、装替物の与格

百句erdativとに下位豆分することもある。

(i) DemJur唱enru蹴 ht必eH倒 e. (Trage吋ativ)

3 INII (1伺1)、S.119-121勢忌
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また関Jl;の与格は、他の3格と一緒に用いることが可能である。

(8) Und mach mir dem Vater die Schuhe ordentlich sau民r! (Thurmair 1989) 

このごとから、関心の明書は文の中で、もはや3格としての機飽ま持っていない、と言うことがで

きる。

ごぽ菊心の与格¢壊わす意味ょの特樹立、心、態詞叫寺つ繍Eとの共通断1見られ、しばし1;1比較さ

れるものである。

2.関心の与格と心態詞

2. 1.心態調の一勝枕特徴

まず;心態司 M吋d戸出lal(J料齢、簡単にまとめておく。

心蟻可というのは、不変化詞 Pぽ“lalの一種である。よって、心態調ま語汗変化しない。それか
ら、 Jl;懸詞はアクセントを持たない。

心態可は独立した文成分ではなく、文頭には立たず、また疑問文の答えにもならなし、

(9) *JahaterdiePr岨mg尽lt民stande立

(10) Wie伊that er die pr岨mg民standen?

合h (~跡事 1銃弾。)

心蟻可は、向は罰3でありながら晶司の異なる誌すなわち同音異義語を持っている。例えば doch

O曇合、心感謝)d∞hと並んで、接続可のdochや、誠司のd∞:h杯荏している。それか引頃向と

して、 l音節乃短い言葉であることが多い。

また、心蟻如、特別な意味自ワなも似ま表現せず、文中に、特になくても構枕いものであり、な

くてもその文の意時立通じるが、話し手の心情や立場こ関して、被敗少なニュアンスを{初足切鑓Ijを

果たす。日持苦の絢劫詞の「ね」とか「よJのような言葉などと、対照されることもある40

4 'J坂 (1筑沼)、第9章。
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2. 2.関心の与格と心態調との類似性

関心の与格と心態司のとの類住牲は、百旧mair、Wege田 r、Weinrichなど1こよって樹脅されて

いる50

い付φる関L、の明各は、一般l二次のよう桜侍徴を持っている。

まず、関{;の与格は、アクセントは持たなし、

(11) *Fan長但Rnichthin!司lUrmair1錦9)

それから、文頭に立つことはできなし、

(12) *Mir fallst du nicht ! (Wegener 1槌5)

文宝庫こあるm は、関L、の明各ではなく、他の用去、あるいは目的語(補足語)の midご限られ
る。

また、関心の引制、 mir鞘蛇用いるごとはできず、独立した文成分とは言えなし、また、関係

詰闘で修飾することもできない。

(13) *Kommp耐企tlichnach Hause， und zwar mir! 

(14) *Komm mir， die ich m詑humdi池田昭e，p加凶ichnach Hause! 

(Wegener 1銃弾ヨ)

それから、関心の与格は、たとえそれが用いられなかったとしても、その文叫寺つ覇期直などに影

響まなく、話し手のむ情を表わす税制壮ニュアンス剖すけるために用いられており、この点むむ態詞

の使00方と共通してし、る。

(15)恥，mmmir/ blos' nur/ ja川削doclぜauchp加齢lichnach Hause! 

(Wegener 1錦9)

5官lurmair(1飽9)、Wegener(1悌5)、Wegener(1飴9)、Weinrich(1993)、参照。
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ごこに挙げた関'l;の与格乃性質ま、すべて心態詞叫寺つ特徴と一致するものである。よって、関心

の与格の3楢ま、もはやf招請の3格ではなく、関心の与格と心蟻司とは、非常気こ良く似た性質を持

っており、関心の明側、むしろL、鰐可であると言って良むのでl拾いか、と言うことができる。

2. 3.問題点

関心の与格の mirゆ心態司である、と言い切るのに、もちろん陪題点はない訳ではない。

まず、思しりくαま、 m というのは代錯可の3格であるから、活用した方主であることカ指摘さ

れる60 もし、 mを語形変化し 1認として捉えるならば、夕日こ挙げた'Ù~闘の廟リに櫛虫する。

また、他の心態詞とは異なり、ほとんど中域乃始刷こ出現し、他乃指示代名言動みカ境行頁牒であ

る。

(16) Komm句，10βmirl*ja mir/ *a民rmir/*n旧 mirl*auch mir/ 

ja b1os' ?b1os jal aber ja nur/ aber nur jal p如企t1ichnach Haus! 

(17) Dasduihnmir/*mir出nniemandem ve町泊胤 (Wegener1部9)

もちろん

あるカ杭えIllII"は、必ず他のL嬉詞こ先行して用いられる70

また、素材匂疑問として、心蟻司のような働きをする関心の与宇都、 m だけに限られる恥同じ

3格の代名読初必rなど、にヨハてはどうなのか、ということカ曹、ぃ;勅〉ぶであろう。

'l;亮話可と類以した関'L.4存格と呼ばれているものは、 mirだけなのか、 mirとdir両方なι除、と

いうごとも意昆が分かれている。 dirについての例を挙げると、

(18) *Fall dir nicht hin! 

(19) *Du bist dir vielleicht ein Fruchtchen! (Thurmair 1銃犯)

ごのような汗三では、 dirを用いることはできない。しかし、

6 Meibauer (l9!:主2)、S.品。

7Wegener (1泊9)、S.60。
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(却) Der war dir be田島n! (Wege即 r1錦8)

(却)のような例では、 dirを関L、の明各として用い心蟻司のような働きをさせるごとも百離にな

るに

しかし、 Meibauer(19!沼)に見られたような、 mid語罰会変化しているといっ母語命については、

少合くとも mir自身に語尾がついて活用する訳でもないので、 nurは代錯司の3格であるからL嬉調

ではありえないとお除する広要はない。

由来ということを問題にするなら、心鱒司によっては、動詞から強重してきた halflのようなもの

も存在する。

(21) Die prufung ist halt四 schwer.

あるいは、 bitteなども、ぽ量詞町であるとも言えるであろう。

(22) Machen Sie bi臨むeiKopienvondiesemVe此rag!

これら凶tやbi伽の白菊ま動詞であるから、当然、人材調停ι語形変化と関係がある。

理E、心態司としての用去がある言菊立、元々は接続詩だったり、副

達してきたものである。そのたぬ心蟻可は同音異義語を持ち、また、多義的になる。他の謡可から

菊童してきたという点は、どの'L.態調でも共通している訳であるから、由来が、代名需であるから、

競可、接続可であるから、といって、そこで区別するa要はないであろう。
以下の章古学しく、必r~習題等も含めて、 mir の P町tikel性にて丸、て様守してオ子くことにする。

3. MIR 左京宝1

8dirを関L、の明書に含めたとしてもやはりほとんど1人称か2人材の単数の場合に限られる杭方

言によっては、 3人称の例も見られることがある。

(i) D加 warIhnen so ein Kerl1 

Dos war Eahna fei a伊nzGscheita! (schwab郎防 (Wegener1悌5)

9 haltは、主に南ドイツで使tオ1る'L.態調である。
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3. 1.文型とは何か

心蟻可の時数として挙げられることに、もう一つ、文型Satzm吋田との密働関溜主科揃され

ている。

文型とは何か、ということについては、様々な議論がある 10。それについて、ここでは詳しくは述

べないが、簡単に言えば、形式上の特徴一例えは動読め攻JiJilごあるとか、疑問詰め明いられて

いるとかしないのか ーと、その形式面倒者数lこ基吠ハて生じる機荘 一 命令とか、質問など

一形と機能との、 2つの面から成り立っている。

ドイツ語の文型として、どのような文のタイプが存在するか、という陪題については、幾つもの意

見があるが、形と憐Eとり可酎生を考え合わせると、平叙文A田昌昭esatz、婦苛文 Fragesatz -

疑澗苅立、決定疑信技V-I-F回gesatzと、補足疑問文W-V-Fra伊阻tz!ご分けられる ー そして命

令文Imperativsatzを文型として認める劫t良いだろう。

文型と心態司とι潤わりについて述べれば、心感詞こよって、用いることのできる文型は、それぞ

れj夫まってしLることが明らかであり、薙喜内町1よりも、勝司銑されるものである。

(23) a. Wo ist Eva doch gewesen? 

b. *Scha島tdu由sd∞hbおmo培en?

c.D副総:ha品，tdud∞hbis morgen? 

例えば、平紋文ほ見われる心鵡如、 d∞h，ja，など、決定凝町丈では、 denn， mal，など、補足疑問

文では、 denn，doch， sc加n，bloβ，など、命令文では、 doch，ja， mal，など、というような分布が見られ

ている。

(24) ・平叙文

・疑問文一決定疑問文

一補足疑問文

-命令文

dαお，ja，…

denn， mal，… 

denn，生児h，schon， blos，... 

dωh， ja， mal，… 

それで、 mir杭L態詞であるならば、 m にも、文型とU澗連性が見られることが予想される。

Illll"は、一体、どのような文型こ現tオ1るものか、これから調べて行く。

10 Altmann (l飽7)勢員。
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3. 2. lD脚rativsatz 命令文

関心の与梅乃 mirは、まず、命令文によく用いられる。

(25) Gib mir auf出eKinder acht! (Schmid限強)

mirが入ることによって、一舟運命ではなく、話し手自身ι関心から、棺手に伝えたし事柄を発話し

ている、と言ったニュアンスが出てくる。

mirは、本匪手に忠告を与えるような場合には、用いられない110

(26) Nimm mir ein Taxi! (官mrmairl泊9)

3. 3. Aus回ge回 tz 平叙文

意嚇ワなレベルから、感嘆文12と命令文の2パターンに区別される。

3. 3. 1. Exklamativ田 tz感嘆文

(27) Du bist mir vielleicht ein Held! τ'hurmair 1俊治)

話し手の、予期しない出来事への驚きを表わすが、ネガティブな、皮肉っぽけ惑じの文に用いられ

ることが多仇こι刺では、このHeldは、皮肉で、 用車虫jといった意味合川こなる。

11τ'hurmair (1989)、s. 1船。

12感嘆文を独立した文型として認めるかどうかについては、議論カ略る。ここでは、 「文型」は、平

叙文・疑問文・命令文のみとし、感嘆却ま、それぞれの構克こ応じて、文型の哨こ組制みまれるもの

とする。 Shioya(1995)参照。
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3. 3. 2. Aufforde:rung路atz命令文

形は平叙文であるが、費語附切Illokutionは命令の意昧を謝コしている。

(28) Du wirst mir p出企出品zuHause sein! (WI句~nerl銃弾t})

先種乃命都を用いた命令文と同様、話し手自身の関心から、相手に伝えたい事柄を費話してし喝、

といったニュアンスが加わる。

3. 4. Verb-Letzt-Satz 独r従属文

3. 4. 1.独立従属文とは何か

今嵐式、独立従属文の償法見てオ子く。

Verb-Let品-Satzあるしヰま、 Verbend自atzと呼ばれるものを、ここて独立論調文と訳しておくこ

とにする。

独立従属文というのは、簡単に言えは従属文の丹先している併1ども、主文知なく、独立して用

いられるものである。つまり、文踊こ、也13.ob、あるしは疑時司などの従属官を導く接続可があり、

文末に、定重嗣がある文をそのように呼ぶ。

ほ9)a Oberwohlkommt? 

b.Daβdu ja brav bist! 

c. WennderWillidochkame! 

独立従属却ま、意床的にはっきりした内容を謁見する。例えは (29)では、 aは疑問文、 bは命

令文、 ct端腫文叫勤きを持つ。

また、独立従属文では、心鮪が多用されることを蔚徴的である。そ制こよって、その文カ壊現す

る意味をはっきりさせるのであろう。
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3. 4. 2. Aufforderungs鵠 tz命令文

独立従属文と、 mirと¢関わりを見てみると、 nnrは、命令文にしばしば使枕1ている。

(30) Das du mir punktJich zu Hause bist! (Wege田 r1989) 

m を用いることができるのは、これらの構文Sat均 p13である。

mirもまた、他の心態調と同じように、文型システムと叫密接な相関世受持っており、また、独立

従属文と共に用いられた聞こも、その文の持て境語暗号力をはっきりさせる働きがある。

4. dirの場合

4. 1. dirが考財オLる文型

今廟ま必rについて見て行く。

さて、必rを関心の明各として用いた場合、 mirO)!場合とは異なり、用いられるのはいわゆる感嘆

文、すなわち平叙文の時のみに限られる。

(20) Derwardir民同貸与n! (Wege田r1鎚8)

(31) D槌 sinddir羽elleichtGauner! (官lUrmair1989) 

dir は、話し手は、聞き手に、自分が驚いたりしたことの原因や理由について注目を引きたいのだ、

というニュアンスカ組てくる。

4. 2. dirと皿irの相違点

同じ関IL.>O:海格でも、 mirとdir-Oま、出てくる文型キ構文時童いかもる。 mirは、命令文、平叙

13いわゆる文型Satzmodusでlまなくても、意床的にはっきりし剖轍を持つ文のグlトプのごとを、

構文Sa肉 rpと呼ぶことにする。伊比ば、感嘆文・願望文など。

ハU



文(!想実及。愉令)、それから独立制高文に瑚コれるが、 ctirは、平叙文 L感鳴のみである。

コミュニケーション上で果たす投割にも違いカ場り、 ctirの方が、住われる用例も狭く、また、南

ドイツ(Billrisch) 方言の要素もあるようである l~o

mrrの例と ctir叫列を比べて明らかなように、 ctirを使うことがマきるのは、主語が3人称の場合

に限られている。

(20) Derwarctirt肥田島n! (Wegener 1988) 

(31) Das sind ctir vielleicht Gauner! (官lUrmair1伺9)

(18) *Fan ctir n:icht hin! 

(19) *Du bist ctir vielleicht einF国 chtc出n! (官lUrIDair1989) 

必rは、主語が2人称の場合には、用いることかできない。命令形ι場合について言っても、命令

というのは2人称明日手になされるものであるから、事実上、 2人称を対象としており、やはり、 ctir

を用いることはできない。

mirとctirとで、意味や用いられる文型に柱建があるιL上、 mirもctirも、関心の与格としてまと
めてくくってしまうより、 mはmir、必rは必rとして、男i掴に扱うのカ遡当であろう。

5.終わりに

5. 1.問題点の存在

これまでι痔察から、 mrrに心態詞としてι来与徴かめるごと、 mirゆ頃馬司として扱うことができ

ることが明らかになった。しかし、なま澗題劫まなし訳ではない。

例えば、 mrrを含んだ文杭話し手、すなわち1人材の自分自身叫勢むを表わし、一方、 ctirを含

んだ文問、聞き手寄り、つまり 2人称川目手¢関心弱|く、という働初動ることから、ある種の指

示性カ鴨るのではなしゅ、とも言えるであろう。先口挙げた、語JI国の陪題と毛絡んで、やはり、 mrr

は代主主司なのではないの恥という考え方も当桟存在する。

従って、関JLの与栴まあくまでも代名前であり、代名読初 mrrに、心蟻雨漏コすような謡去のニ

14明1町 mair(1錦，9)、S.泊。

司
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ュアンスを付ける働きがある、と言うこともできるだろう円

また、 mの場合に限らず、Oltえば、この用去ではこの単語はf協調、この府去は酷司、この用法
ゆL蟻司、などと言うように品言動種類を増やし、 J つの謂3に多くの同音異義語を数えれば良いと

いうものなし、

ところが一方、心態詞という存在そのものが、非情こ唆時なものなのである。

5. 2.心態詞の唾昧さ

Jl，¥蟻司とは、一体ぢのようなものであるの仇

そもそも£態調というαま、 Jl;態詞ごとに様々 な特徴があり、 Ollえば持ってし渇同音奨義諦こして
も、心態謂ご、とにばらつきが見られる。ふと、立ち止まって、一体L愚詞とは何なのだろう恥とい

うことを考えてみtA寺、その実備ま非情こぼやけたものになってしまう。

確糾こ、 2.で損ずたように、心館事こは様々な特徴がある。 l対1ども、ー制こ心態司として認め

られているそれぞれの心態可が、いわゆるは態詞のメルクマー/レ」すべてを満たしている訳ではな

例えば、知こ、 Jl;嬉調のメルクマールとして挙げた、 「心態調にはアクセントがない」ということ

についても、アクセントのある心態言動存在一具体的こは、 jaなど ーが広く知られている。

(32) Komm morgen JA nicht wieder zu spat! 

また、 f:>ei買には立たない」ということも、もし、 eigentlichなどをJL態詞の仲間とみなした場合

には一 実際、そのように扱t対1る場合が多い 一文頭こ立つことのできる心態詞もあることに

なる。このように、心態詞とはf萌入という基準も、とてモ雌昧なものである。

(33) E港開出chmu鼠疋nwir in d:iesem Sommer wieder einmal ins 

A田 landfahre且

Mirカ漂たして心蟻司であるのかどうか、という議論ぞ問題こなったのは、 mirに、多少俳旨示性

があるのでlまない仇言材工、代名詞の名残カ動って、心態可としては、不完全力ところもあるので

15 Meibauer (1民主2)、S.田顎環。
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はないか、ということに吐ハてであった。

しかし、心態詞砂規上の特佳が暖妹である以上、それにこだわることはないように思われる。

5. 3. mirはじ心態調Jである

確糾こ、心態調と言えは短従約単語で、アクセントを持子たとず、文頭にも出て来なむ仇¥などとbい、つ

た特徴がすくぐo思思、い川;溺勤

はある。

けれども、それが、心態読めすべて、という訳ではなく、心蟻司の本質的なものというαまやはり、
話し手の微量」なニュアンスを発言自こ添えるものである、という点にある。

そのように考え旭待、いわゆる関JL'の与格の mirl本 山態調Jである、と言えるのではないであ

ろうかb
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